
男鹿潟上南秋造形教育研究会

組織

主な事業

研究会の記録

会員数 22 名

会長　　　松田　万寿雄　　　（美里小学校）
副会長　　中川　努　　　　　（羽城中学校）　　近江　和佳子　　（天王南中学校）
運営委員　佐藤　健太朗　（脇本第一小学校）　　横山　雄一郎　　　（大豊小学校）
　　　　　佐藤　恵　　（五城目第一中学校）　　小林　博子　　　（八郎潟中学校）
事務局　　伊藤　晃　　　　　（美里小学校）

運営委員会５／２６（木） 教科等研究会１１／９（水）

県児童生徒美術展地区審査（話題作の選出） １２／８（木）

⑴ 研究主題よろこび・わくわく新たな発見～キラリ感じてつなげる，広げる～
⑵ 活動の概要

① 教科等研究会
◆会場
　潟上市立羽城中学校
◆時間
　１４：０５～１６：２０
◆内容
　秋田市立千秋美術館の所蔵品について
　　　　（秋田蘭画や秋田の日本画を中心に）
◆講師
　村田梨沙学芸員
　(秋田市立千秋美術館・岡田謙三記念館 )
◆所感
　はじめに受講者自身の美術館・博物館体験についてアンケートに答えることで，美術館・博物館
の役割を見つめ直した。続いて，秋田蘭画についてスライドを見ながら受講した。遠近法や陰影法
など日本で先駆的な取り組みが郷土の秋田で行われていたにも関わらず，その作品の魅力や意義に
ついて知る機会が今までほとんどなく，児童生徒にも紹介する機会が少なかった。この研修会をきっ
かけに日常の造形教育に生かしていきたいと感じた。

② 県児童生徒美術展地区審査・子どもの作品の方研修会
◆会場
　潟上市市民センター昭和館
◆時間
　１５：３０～１６：３０
◆所感
　新型コロナウイルスの影響で休止されていた「県児童生徒美術展」が３年ぶりに開催されること
になり，それに合わせて１２月８日に地区審査会等を実施した。久しぶりの開催で準備作業で戸惑
うこともあったが，役員を中心に協力して審査を行うことができた。また，参加者同士で指導方法
や評価方法などの情報交換も併せて行うことができた。反省点を洗い出して次年度に生かしたい。


